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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属加工用切削剤として用いられ、
　水と、リグニンスルホン酸金属塩とを含有してなる
　潤滑剤組成物。
【請求項２】
　当該潤滑剤組成物中に、前記リグニンスルホン酸金属塩を０．１質量％～５０質量％の
割合で含有する
　請求項１に記載の潤滑剤組成物。
【請求項３】
　前記リグニンスルホン酸金属塩は、リグニンスルホン酸ナトリウム塩、リグニンスルホ
ン酸カルシウム塩、及びリグニンスルホン酸マグネシウム塩のいずれか１種以上である
　請求項１又は２に記載の潤滑剤組成物。
【請求項４】
　さらに、極圧添加剤、防錆剤、及び防腐剤のいずれか１種以上を含有する
　請求項１乃至３のいずれかに記載の潤滑剤組成物。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、水溶性潤滑剤組成物に関し、より詳しくは、亜硫酸法により誘導されるリグ
ニンスルホン酸金属塩を含有するものであって環境への負荷が少なく、切削油（切削剤）
等に応用可能な水溶性潤滑剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水溶性潤滑剤組成物は、金属加工において、工具長寿命化及び加工面の改善を図るため
に使用される。近年の工作機械の技術動向としては、高速化、高精度化、高環境対応等を
求める方向に進んでいる。技術革新により、工作機械の高速化、高精度化は大きく進展し
ているものの、さらなる高速化、高精度化、また作業効率の向上等の要求に対応すべく、
低い摩擦係数を維持し、また低速時や始動時の案内面においてスティックスリップがない
潤滑油が求められている。
【０００３】
　金属加工に用いられる潤滑剤として、加工性に優れた塩素化パラフィンを含有する切削
剤が使用されてきた。しかしながら、発がん性及びダイオキシンの発生等の問題により、
環境に対する負荷が小さい、塩素フリーの切削油剤の開発が求められている。
【０００４】
　そのなかで、塩素フリータイプの切削剤であって、有用性有機亜鉛又はマグネシウム塩
を配合する切削油剤が提案されている（特許文献１）。また、揮発成分の含有量が少量で
ある切削剤の提案がなされている（特許文献２）。
【０００５】
　しかしながら、水溶性切削剤は、基本的には水に希釈することを前提とするため、基油
、界面活性剤、極圧剤、油性剤等を配合した潤滑剤が主流となっているが、工作機械の高
速化、高精度化、高効率化の要求に伴い、現在の性能では満足できていないのが実情であ
る。また、環境面を考慮して塩素化パラフィンが使用できなくなったが、現状、その潤滑
性は未だ塩素化パラフィン配合の製品には追いつけていない。
【０００６】
　さらに、特許文献１の技術では、やはり潤滑性能が十分ではなく、特許文献２の技術で
は、環境面に優しい水溶性切削油剤であるものの、汎用的な切削油剤と同程度の性能であ
って、現在の工作機械の要求に対して十分に満足できるものとはいえない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平０６－０６５５８９号公報
【特許文献２】特開２０１０－１８９５３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、このような実情に鑑みて提案されたものであり、塩素フリーの水溶性潤滑剤
組成物でありながら、塩素を含有する潤滑剤と同程度以上の高い潤滑性能を有するととも
に、環境に対する負荷の小さい水溶性潤滑剤組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、上述した課題を解決するために鋭意検討を重ねた。その結果、水に、リ
グニンスルホン酸金属塩を含有させた水溶性潤滑剤組成物によれば、優れた潤滑性能を発
揮することを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１０】
　（１）本発明の第１の発明は、水と、リグニンスルホン酸金属塩とを含有してなる、水
溶性潤滑剤組成物である。
【００１１】
　（２）本発明の第２の発明は、第１の発明において、当該潤滑剤組成物中に、前記リグ
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ニンスルホン酸金属塩を０．１質量％～５０質量％の割合で含有する、水溶性潤滑剤組成
物である。
【００１２】
　（３）本発明の第３の発明は、第１又は第２の発明において、前記リグニンスルホン酸
金属塩は、リグニンスルホン酸ナトリウム塩、リグニンスルホン酸カルシウム塩、及びリ
グニンスルホン酸マグネシウム塩のいずれか１種以上である、水溶性潤滑剤組成物である
。
【００１３】
　（４）本発明の第４の発明は、第１乃至第３のいずれかの発明において、さらに、極圧
添加剤、防錆剤、及び防腐剤のいずれか１種以上を含有する、水溶性潤滑剤組成物である
。
【００１４】
　（５）本発明の第５の発明は、第１乃至第４のいずれかの発明において、切削剤として
用いられる、水溶性潤滑剤組成物である。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、塩素を含有する潤滑剤と同程度以上の高い潤滑性能を有するとともに
、環境に対する負荷の小さい水溶性潤滑剤組成物を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の具体的な実施形態（以下、「本実施の形態」という）について詳細に説
明する。なお、本発明は、以下の実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変
更しない範囲において変更が可能である。
【００１７】
　≪１．水溶性潤滑剤組成物≫
　本実施の形態に係る水溶性潤滑剤組成物は、塩素成分を含有しない塩素フリーの水溶性
組成物であって、水と、リグニンスルホン酸金属塩とを含有してなる。
【００１８】
　この水溶性潤滑剤組成物によれば、塩素フリーでありながら、塩素系潤滑剤組成物と同
等かそれ以上の優れた潤滑性能を示す。また、リグニンスルホン酸金属塩を含有してなる
ものであるため、環境への親和性が極めて高く、環境面への安全性をより向上させた水溶
性潤滑剤組成物となる。
【００１９】
　このような水溶性潤滑剤組成物は、例えば、切削油（切削剤）として用いることができ
る。具体的に、軟質金属や硬質金属等の各種の切削対象（ワーク）に塗布しながら切削処
理を施すことによって、優れた切削性能を発現させることができる。また、例えば、塑性
加工、アルミニウムＤＩ缶成形加工等の金属加工において、絞り加工工程やしごき工程等
における処理でも好適に使用することができる。
【００２０】
　［リグニンスルホン酸金属塩］
　リグニンスルホン酸塩は、天然リグニンを含有する草本系、木本系植物を原料（リグニ
ン含有材料）として、そのリグニン含有材料を亜硫酸法（亜硫酸又は亜硫酸水素塩を使用
）によって処理することで誘導される化合物である。以下、リグニン含有材料を化学変換
処理して誘導されるリグニン化合物を、単に「リグニン化合物」ともいう。
【００２１】
　リグニン化合物は、紙・パルプ製造やバイオエタノール製造等において産出される副産
物であり、このリグニン化合物は、例えば、芳香族系原料への変換、炭素系素材への応用
、フェノール樹脂及び接着剤等への応用活用が検討されている。
【００２２】
　そして、リグニン化合物は、その極性基によって、金属表面に良好に吸着して極圧状態
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を緩和させる作用を奏する。したがって、リグニン化合物を用いて潤滑剤組成物を構成す
ることによって、優れた潤滑性能を長期に亘って安定的に発揮させることができる。また
、環境調和性に優れており、環境に対する負荷が極めて少ない。
【００２３】
　ここで、天然のリグニンは、植物の細胞壁等の中に存在し、セルロースミクロフィブリ
ルと強固な相互侵入高分子編目（ＩＰＮ）構造を形成しており、パルプ製造やバイオエタ
ノール製造等において、そのＩＰＮ構造が解放される。
【００２４】
　ＩＰＮ構造の解放のための手法としては、様々な方法が知られており、例えば、リグニ
ン含有材料を、硫化ナトリウムを含有した水酸化ナトリウム等のアルカリ水溶液に浸漬し
て、密閉系において１５０℃～１８０℃程度の温度条件でアルカリ処理を行うクラフト蒸
解の方法がある。このようなクラフト蒸解を施すことで、天然リグニンの一次分子鎖の低
分子化が起こり、リグニンとセルロースミクロフィブリルとの分離が行われる。しかしな
がら、このような手法により生じたリグニン（クラフトリグニン）は、アルカリ性の水溶
液には溶解するが、ｐＨ７の水には溶解しない。
【００２５】
　本実施の形態に係る水溶性潤滑剤組成物を構成するリグニン化合物であるリグニンスル
ホン酸金属塩は、例えば上述のようなアルカリ水溶液を用いたアルカリ処理により誘導さ
れるものではなく、リグニン含有材料を亜硫酸法によって処理することで誘導される化合
物である。亜硫酸法は、亜硫酸又は亜硫酸水素塩を用いてリグニン含有化合物を処理する
方法であり、天然リグニンの解放において、リグニン一次分子鎖にスルホン基を導入して
水に溶解されやすくすることで、リグニンとセルロースミクロフィブリルの分離を生じさ
せる手法である。
【００２６】
　このような亜硫酸処理により誘導されるリグニン化合物であるリグニンスルホン酸金属
円は、水溶性を示すものであるため、溶解度の限りはあるものの、容易に水に溶解させる
ことができる。
【００２７】
　具体的に、リグニン含有材料を亜硫酸処理して誘導されるリグニンスルホン酸金属とし
ては、リグニンスルホン酸ナトリウム、リグニンスルホン酸カルシウム、リグニンスルホ
ン酸マグネシウム等が挙げられる。本実施の形態に係る水溶性潤滑剤組成物では、これら
のリグニンスルホン酸金属塩を、１種を単独で、あるいは２種以上を併せて、水に溶解さ
せて用いることができる。
【００２８】
　リグニンスルホン酸金属塩の含有量としては、特に限定されないが、水に対する溶解度
を考慮して水での希釈率を決定することが好ましい。具体的に、例えば２５℃の水に溶解
させる場合には、組成物中（組成物全量中）において０．１質量％以上５０質量％以下の
割合となるように溶解させることが好ましい。
【００２９】
　リグニンスルホン酸金属塩の含有量が０．１質量％未満であると、潤滑性能を向上させ
る効果が十分に現れない可能性がある。また、含有量を５０質量％よりも多くしても、潤
滑性能の向上効果はそれ以上に高まらず、一方で、組成物中のリグニンスルホン酸金属の
水への溶解度が低下するため、不溶解分が発生する可能性がある。
【００３０】
　また、リグニンスルホン酸金属塩の含有量に関して、組成物中において０．５質量％以
上３０質量％以下とすることがより好ましく、１．０質量％以上１０質量％以下とするこ
とがさらに好ましい。好ましく、このような割合でリグニンスルホン酸金属塩を含有させ
ることによって、より一層に優れた潤滑性能を発揮させることができる。
【００３１】
　≪２．水溶性潤滑剤組成物の製造方法≫
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　本実施の形態に係る水溶性潤滑剤組成物は、上述したように、水と、リグニンスルホン
酸金属塩とを含有してなる。この水溶性潤滑剤組成物は、従来の水溶性潤滑剤組成物と同
様に、周知の一般的な方法により製造することができる。
【００３２】
　具体的には、例えば、撹拌中の水に、リグニンスルホン酸金属塩を少量ずつ投入して溶
解させていくことにより、リグニンスルホン酸金属塩を含有した水溶性潤滑剤組成物を得
ることができる。なお、水としては、特に限定されるものではなく、イオン交換水等を用
いることができる。
【００３３】
　リグニンスルホン酸金属塩の水に対する溶解に際しては、例えば、プロペラ撹拌機、ホ
モミキサー、ディゾルバー等の周知の撹拌、分散処理装置を用いて行うことができる。
【実施例】
【００３４】
　≪３．実施例≫
　以下に、本発明の実施例を示してより具体的に説明するが、本発明は以下の実施例に何
ら限定されるものではない。
【００３５】
　［水溶性潤滑剤組成物（水溶性組成物）の製造］
　（実施例１～５）
　水と、各種のリグニンスルホン酸金属塩（Ａ～Ｃ）と、必要に応じて添加剤（金属腐食
防止剤、防カビ剤）とを、下記表１に示す所定の割合の量となるように配合し、プロペラ
撹拌機にて撹拌することによって、水溶性組成物を製造した。
【００３６】
　ここで、リグニンスルホン酸金属塩（Ａ）は、シグマアルドリッチジャパン株式会社製
「リグニンスルホン酸ナトリウム塩（商品名）」を使用した。また、リグニンスルホン酸
金属塩（Ｂ）は、シグマアルドリッチジャパン株式会社製「リグニンスルホン酸カルシウ
ム塩（商品名）」を使用した。また、リグニンスルホン酸金属塩（Ｃ）は、日本製紙株式
会社製「リグニンスルホン酸マグネシウム塩」を使用した。
【００３７】
　また、防錆剤として、千代田ケミカル株式会社製「チオライトＣ－５６０Ｒ１３（商品
名）」を使用した。防腐剤として、サンノプコ株式会社製「ノプコサイドＳＮ－１３５（
商品名）」を使用した。
【００３８】
　（比較例１）
　比較例１では、水のみを使用した。すなわち、実施例のようにリグニンスルホン酸金属
塩を含有せず、イオン交換水のみで水溶性組成物を構成した。
【００３９】
　（参照例１）
　参照例１では、塩素入り油性剤を含むタッピングペースト（他社品Ｚ）を使用した。
【００４０】
　（参照例２）
　参照例２では、水と、リグニンスルホン酸金属塩（Ａ）とを含有した水溶性組成物を製
造した。このとき、リグニンスルホン酸金属塩（Ａ）の含有量を組成物中において６０質
量％の割合とした。
【００４１】
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【表１】

【００４２】
　［水溶性組成物の評価］
　上述のように製造した実施例、比較例の水溶性組成物を用いてドリル試験を実施した。
下記表２に評価結果をまとめて示す。
【００４３】
（ドリル試験の操作）
　ドリル試験は以下のように行った。すなわち、２０ｍｍ×３０ｍｍ×１８ｍｍの各種ワ
ークに水溶性組成物（潤滑剤）を給油しながら、穴あけ１個に対する手に伝わる感覚と切
削音とで切削抵抗を評価した。なお、水溶性組成物の給油量としては、４ｍＬ／３０秒と
した。
【００４４】
（ドリル試験条件）
　ドリル試験の試験条件は以下の通りである。
　　・ワーク材質：ＳＵＳ３０４
　　・切削工具：ＮＡＣＨＩ社製　φ３．３ドリル
　　・ドリル回転数：１０００ｒｐｍ
　　・穴あけ時間（１穴）：３０秒
【００４５】
（ドリル試験の判定）
　以下の判定基準で、ドリル試験による切削抵抗の評価を行った。
　判定基準　『◎』：軽い感覚で切る（穴をあける）ことができ、切削音も小さい
　　　　　　『○』：少し力を加えれば切ることができる
　　　　　　『×』：大きな力をかけないと切ることができず、切削音も非常に大きい
　　　　　　　　　（切粉が線状になりドリルに巻きつく）
【００４６】
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【００４７】
　表２に示すように、水にリグニンスルホン酸金属塩を含有させた実施例１～８の水溶性
組成物では、比較例１の水のみの場合と比べて、高い切削性能（潤滑性能）を発現するこ
とが分かった。また、これらの実施例１～８の水溶性組成物は、塩素入り油性剤を含有し
た他社品Ｘ（参照例１）と同等以上の性能を示した。また、実施例３、７、８の結果から
、各種のリグニンスルホン酸金属塩を含有させた水溶性組成物において、優れた潤滑性能
を発現した。
【００４８】
　なお、参照例２では、優れた切削性能を発現したものの、リグニンスルホン酸金属の含
有量が多かったため、不溶解分が残ってしまった。
【００４９】
　以上の結果から分かるように、リグニンスルホン酸金属塩を含有させた水溶性潤滑剤組
成物（水溶性組成物）では、優れた潤滑性能が得られることが分かった。また、この水溶
性組成物を切削剤として有効に使用できることが分かった。さらに、この水溶性潤滑剤組
成物によれば、環境に対する負荷が極めて小さいため、安全性の確保が必要な現場におい
ても、環境に対して十分な配慮を施しながらも、高い潤滑性能（切削効果）を発揮させる
ことができる。
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